
様式４－４ 

事業概略書 

事 業 名 
地域生活中心の支援モデル構築に向けた、全国の地域支援事業の実態調

査とシステム構築に向けた調査研究 

事 業 目 的 

日本の精神医療が入院中心と言われて、すでに 30 年以上が経つ。これは、

入院者の退院支援だけでは根本的な問題は変わらないことを示している。

地域生活支援を充実させることで「入院せずに済む」というパラダイムの

転換を起こすために必要な地域支援モデルを構築することを目的とした。 

 まず現状での地域ケアがどのような状況に置かれているのかを調べ、そ

れによって明らかになった点、地域差と全国的に共通する要素や課題等を

まとめることで、連携による総合的なモデルのあり方や先駆的な好事例の

紹介と、汎用性を持つ活動を提示することを目指した。 

事 業 概 要 

まず地域移行支援や精神障害者のライフステージ・属性に応じた地域生

活支援に関する先行研究を検索してまとめた。 

そして精神障害者の地域生活支援にかかわる実態調査として、第一に質

的調査として、優れた地域移行支援・地域生活支援等を行なっている事業

所を選定し、調査項目に基づいたヒアリング調査を行った。第二に量的調

査として、質的調査の調査項目を中心とした調査書によるアンケート調査

を実施した。調査対象事業所は地域性を加味しつつ全国的に偏りなく選ん

で実施した。また、事業実施に当たり有識者や当事者・家族による事業検

討委員会を組織し、計 3回実施した。 

事業実施結果 

及び効果 

質的調査は18ヶ所実施し、連携による総合的な支援やライフステージに

応じた適切な支援のあり方、また街づくりへの寄与やリーダーシップのあ

り方、当事者中心の理念について等を考察した。量的調査は91事業所（回

収率37.4％）とその利用者367名から回答を得て、事業所の概要や利用者の

属性・特徴、実際の支援や連携の内容・量を計ることができた。 

そうした事業成果を総合的にまとめた報告書を作成し、協力を頂いた各

事業所等の他に行政機関や地域精神保健福祉団体・医療機関等へ配布した。

また当会のホームページ上で誰でも無料でダウンロードできるようにして

おり、今後も可能な限りその普及を図っていくものとする。 

事 業 主 体 

郵便番号：181-0014 

所 在 地：東京都三鷹市野崎二丁目 6番 42 号 

法 人 名：社会福祉法人 巣立ち会 

電話番号/E-MAIL：0422-34-2761/ sudachi-kaze@sudachikai.eco.to 

 （注） 

１ 本様式の作成にあたっては、厚生労働省ホームページに掲載するため、一般に公開することを想定し、分

かりやすい表現に努めること。 

 ２ 本様式は、事業の概略をまとめるために作成するものであり、別途実施した事業についての成果物を必ず

提出すること。 

 ３ 「事業目的」､「事業概要」、「事業実施結果及び効果」について、それぞれ２５０字程度で簡潔に記入す

ること。 


